
第４学年算数科学習指導案

日 時 平成２２年１１月１９日（金）

場 所 ４・５年 教室

授業者

１ 単元名 「計算のきまり」

２ 単元の目標

（１）整数に関する分配法則についての理解を深め、加法、乗法の交換法則や結合法則とともに、○、

△、□の記号を用いてまとめることができる。

（２）分配法則や結合法則を用いて、計算を工夫してできる。

３ 関連と発展

４ 指導にあたって

（１）教材観

学習指導要領には、本単元とその構造について以下のように述べられている。

(３)四則に関して成り立つ性質についての理解を深める。

ァ 交換法則、結合法則、分配法則についてまとめること。

３学年で分配法則の素地となる学習はしており、乗法の筆算では無意識に活用している部分も

ある。例えば、(５＋２)×６＝(５×６)＋(２×６)の関係が成り立つことは理解できている。ま

た、乗法の計算４５×３の計算を５×３と４０×３の和として求めている。ここでは、これらの

ことをもとに黒い丸と白い丸の数の和を求めるという場面を取り上げ、四則混合式の学習とも関

連を図りながら分配法則として一般化していく。

全ての丸の数を知るための式は、『( )を用いて１つの式で表す方法』で学習した考え方で立

式ができる。既習内容であるので、教科書のゆうきとみさきのような考え方が出てくるものと考

【平成２１年度】 【平成２２年度】 【平成２３年度】新課程

３年 かけ算 ４年 式と計算 ５年 小数のかけ算

・乗法の性質と乗法におけ ・( )を用いた式 ・小数の計算のきまり
る交換法則、分配法則 ・４則混合の意味と、その
・10の乗法 計算の順序

③ 計算のきまり (本単元)

・分配法則の意味
３年 かけ算のひっ算 ・○，△，□を用いて計算

法則を式に表すこと
・分配法則や結合法則を用

・乗法における結合法則 いた計算の工夫

４年 面積

・長方形と正方形の求積と
公式
・複合図形の求積

４年 小数

・小数における加法の交換
法則、結合法則



える。ゆうきの考えた式もみさきの考えた式も、同じ黒い丸と白い丸の数の和を表しているので、

等号で結ぶことができることに気づかせていく。特に右辺の( )を省いた関係式からどちらにも

８がかけられていることに着目をさせ、分配法則のよさを味わわせる。△、○、□の記号を用い

て左辺と右辺の関係を分配法則として一般化する。

練習問題では、(○－△)×□＝(○×□)－(△×□)の関係を同じ図を使い、( )の中が減法の

時でも分配法則が成り立つことつまり、左右どちらの式も黒い丸と白い丸の差を表しているので、

ここでも等号で結ぶことができることを確かめる。

■移行教材の扱いについて

従来は、５学年で学習していた交換法則や結合法則は、本単元で整数の計算法則としてまとめ

ることになった。

（２）児童の実態

男子４人、女子２人、計６人の学年である。児童は１時間の学習の流れを知り、学び方の見通

しをもって主体的に取り組むことができるようになってきている。具体的には、前時と本時の似

ているところやちがうところから課題を生み出すこと、説明では｢はじめに｣、｢次に｣、｢だから｣

を使って短い文で話すこと、子どもの言葉で学習をまとめることができはじめている。しかし、

個人追究で見通しが持てない時に教師に頼りがちであることや交流で友達の考えを聞いても多面

的な考え方を見つけ学習を高めていこうとする意識が弱いところがある。

個人追究や交流が終わったら次に何をするか見通しを持たせることで、少しづつ教師に頼るこ

とが少なくなってきたが、算数コーナーを参考にして、自力で解こうとすることにまだ弱さがあ

る。

Ａ男、Ｂ子は友だちの説明の矛盾点の指摘や不足している部分、算数用語にこだわった説明を

付け加えるように取り組んでいる。ところが、角度の学習で分度器の当て方が違っているために

角度が読めなかったり自分の思うように説明の言葉が見つからなかったりすると、そこで学習が

停滞することが見受けられ、本単元でも同様のつまずきが予想される。

５ 研究主題に関わって

主体的に学び、筋道立てて表現できる子の育成

～仲間との関わりを通して～

研究内容① 主体的に学ぶための指導・援助の工夫

児童は、学習の１時間の流れをつかみ、見通しを持って学習に向かうようになってきた。導入

時には、前時の学習を思い起こしながら課題の生み出しも考えるようになってきた。さらにわか

りたいという強い意識で課題にのぞめるために、次のような手立てを講じる。

本時は、●と○が全部でいくつあるかを知るために式を立てるのであるが、１つの式を立てる

ということに見通しの持てない子どもには、これまでの学習「（ ）のある式」の缶ジュースの

問題の解き方から「言葉の式」を算数コーナーから思い起こし見通しをもって個人追求に取り組

むようにしたい。答えの見当をつけてから個人追究に入るが、それでも立式の見通しがつかない

子どもは、ヒントコーナー・算数コーナー・教科書の活用をあらかじめ指導し教師を待つのでは

なく自分から解決していく力をつけさせたい。

予想できる児童のつまずきは、次の２点である。

つまずき① 式と計算で学習したこととつなげて、どんな式を立式したらよいか見通しが立たな

い。

つまずき② １つの式で立式する見通しがもてない。

【手立て１】ヒントカード

① ●●●●●●●● 具体的な数を図で表し数量感覚が持てるようにする。
●●●●●●●●
●●●●●●●●
●●●●●●●● ○○○○○○○○
●●●●●●●● ○○○○○○○○
●●●●●●●● ○○○○○○○○
●●●●●●●● ＋ ○○○○○○○○ ＝
●●●●●●●● ○○○○○○○○
●●●●●●●● ○○○○○○○○
●●●●●●●● ○○○○○○○○
●●●●●●●●
●●●●●●●●
●●●●●●●●



②共通する数に着目し、１つの式にまとめることができることに気づくようにする。

●がたてに こで れつ
●●●●●●●●
●●●●●●●●
●●●●●●●●
●●●●●●●●
●●●●●●●●
●●●●●●●●
●●●●●●●● ○がたてに こで れつ
●●●●●●●●
●●●●●●●●
●●●●●●●●
●●●●●●●●
●●●●●●●●
●●●●●●●● れつの数は●も○も８であることに着目する。
○○○○○○○○
○○○○○○○○
○○○○○○○○
○○○○○○○○
○○○○○○○○
○○○○○○○○
○○○○○○○○

【手立て２】算数コーナー

算数コーナー 単元の既習内容から、本時活用できる内容のみ掲示し、考えの足場づくりを

する。

本時の算数コーナー

缶ジュース １本：９０円 りんご：５本 オレンジ：６本

９０×（５＋６）＝９９０

９０×５＋９０×６＝９９０

本時の学習は、分配法則を理解することにある。本時でポイントとしたいところは、ゆうきと

みさきのそれぞれの解き方は等号で結ぶことができるというところである。

（１３＋７）×８＝１３×８＋７×８

（○＋△）×□＝ ○×□＋△×□

左辺と右辺を別の式ととらえる子どもが出てくるが、数字と記号から左辺と右辺の関係を分配

法則として一般化し、おさえるようにする。

研究内容② 適切に表現するための指導・援助の工夫

【手立て１】

●の数と○の数の合計を合わせればよいことは、はやい段階で見通しがつくが、「１つの式に

あらわす」という課題からとまどっているときは、言葉の式「１本のねだん×全部の本数＝全

部の代金」をもとに「(●のたての数＋○のたての数)×れつの数」を導きだす。

(●のたての数＋○のたての数)×れつの数 ＝全部の数

(１３＋７) ×８ ＝１６０

●の数は「たての数×横の数」、○の数は「縦の数×横の数」で、総数はそれぞれのかけた答

えを合わせれば分かる。

●…１３×８＝１０４ ○…７×８＝５６ １０４＋５６＝１６０

【手立て２】

個人追究で問題を解いた力が、子どもにできるようになったと実感できるようにペア・全体

交流を学習の中に位置づける。自分の考えや分かったことが、ペアに筋道を追ってわかりやす

く説明することができる。取り組んだ方法をノートに書き、それをペアに見せて指でさしなが

ら説明をする。説明するときは、聞く側も説明が適切であるかどうか判断がしやすく聞き取り

やすいように「始めに」「次に」「だから」という話型をつかって話している。どの単元で

もこの話型の通りに話すことはむずかしいが、ペアや全体での交流で、話型にそって話したり

聞いたりできるので話の道筋もつかみ易い。

《めざす説明》

●も○も横に８列が同じなので、れつをそろえて並べます。すると、●がたてに１３個

○が７個になるので、合わせて１３＋７＝２０個です。次に、合わせた２０に８を掛け

ます。だから○の数は(１３＋７)×８＝１６０で、答えは１６０個です。

●は１３×８＝１０４です。○は７×８＝５６です。１０４＋５６＝１６０となります。

だから(１３＋７)×８と１３×８＋７×８は等号で結ぶことができます。



６ 単元指導計画 式と計算 (７時間)

小単元 時 本時のねらい 主 な 学 習 活 動 評価規準

式 １ 加減混合の式に １．問題を理解する。

と なる問題を、( ) 1000円を持って買い物に行き、600円の
計 を用いて１つの式 本と 360円のお菓子を買いました。いくら
算 に表す算数的活動 残っているでしょう。

を先に計算すると ２．課題をつくる。

よいことに気づき、 それぞれの考え方を１つの式に表してみ

正しく計算するこ よう。 〈関心・意欲・態度〉

とができる。 ３．自分なりの考えを持つ。 ・加減混合の場面を

・1000円－ 600円＝ 400円 ()を使って１つの

400円－ 360円＝ 40円 答え 40円 式に表すことに意

・持っていたお金－全部の代金＝残りのお金 欲を持つ。

1000円－ 600円＋ 460円＝ 40円
４．考えを交流し深める。(ペア交流、全体交流) 〈数学的な考え方〉

５．( )を使って表すことができることを知る。・()の中をひとまと

６．( )のある式の意味や、計算の順序につい まりの数と考え

てまとめる。 る。

( )のある式では、( )の中をひとまと

りと見て、先に計算します。

7．問題に取り組む。 １００－(９５－５)

２ ( )を用いて 1 １．問題を理解する。
つの式に表したり、 缶ジュースをどれも１本 90 円で売って
四則混合の()のあ います。りんごジュースを 5本と、オレン
る式を計算したり ジジュースを 6本買いました。全部の代金
する算数的活動を はいくらでしょう。

通して、計算順序 ２．課題をつくる。

があることが分か １つの式に表してから、全部の代金を求 〈数学的な考え方〉

り、正しく計算す めよう。 ・( )の中をひとま

ることができる。 ３．自分なりの考えを持つ。 とまりの数と考

・90円× 5本＝ 450円 90円× 6本＝ 540円 える。

450円＋ 540円＝ 990円 答え 990円
・90円× 5本＋ 6本＝ 990円 答え 990円 〈表現〉

４．考えを交流し深める。(ペア交流、全体交 ・四則混合の場面

流) を()を使って１

５．問題２に取り組む。 つの式に表し、

６．まとめる。 計算することが

( )使って１つの式に表し、計算するこ できる。

とができる。

７．問題に取り組む。 2000÷(50＋ 150)
３ 四則混合の式の １．問題を理解する。

計算の仕方を考え ・１冊 120円のノートを３冊買って、400
る算数的活動を通 円出すとおつりはいくらでしょう。

して、( )を省い ・300円の筆１本と、１ダース 480円の鉛筆
てもよいことを知 を半ダース買うと、代金はいくらでしょう。

り、その計算を正 ２．課題をつくる。

しく行うことがで １つの式に表してから、答えを求めよう。 〈数学的な考え方〉

きる。 ３．自分なりの考えをもつ。 ・かけ算や割り算

言葉の式をもとに()をつかって立式する。 をひとまとまり

!４００－(１２０×３)＝４０ 答え４０円 の数と考える。



"３００＋(４８０÷２)＝５４０答５４０円 〈表現・処理〉

４．式の中のかけ算や割り算はひとまとまりの ・四則混合の式の

数と見て()を省いてもよいことを知る。 乗除について()

＋、－と×、÷のまじった式では、か を省いて表し、

け算と割り算を先に計算します。 計算することが

５．問題に取り組む。 250＋ 50× 3 できる。

４ 四則混合の式に １．問題を理解する。

なる問題を１つの １個 160 円のグレープフルーツを３個と１
式に表したり四則 個 180円のりんごを４個買いました。
混合の式の計算の 全部の代金はいくらでしょう。

仕方を考えたりす ２．課題をつくる。

る算数的活動を通 １つの式に表してから、全部の代金を求 〈数学的な考え方〉

して、四則混合の めよう。 ・かけ算とわり算

式では、乗除の計 ３．自分なりの考えをもつ。 を先に計算する

算を先に行うとよ ・式 １６０×３＋１８０×４ と考える。

いことに気づき、 計算の順序を考えながら計算する。 〈表現〉

計算が正しくでき 160×３＋ 180×４＝ 480＋ 720＝ 1200 ・四則混合の式の

る。 答え １２００円 計算ができる。

４．考えを交流し深める。(ペア交流、全体交

流)

５．問題２に取り組む。

６．まとめる。

計算の順序

・ふつうは、左からじゅんに計算する。

・()のある式は、()の中を先に計算する。

・×や÷は、＋や－より先に計算する。

７．問題に取り組む。 36÷ 6×(23＋ 17)

５ 規則正しく並べ １．問題を理解する。

られた○の個数の ●と○は、全部でいくつあるでしょう。 〈数学的な考え方〉

本 求め方を考える算 いろいろな考え方で求めましょう。 ・２つの方法で表し

時 数的活動を通して、２．課題をつくる。 た式を符号で結ぶ

整数の計算式につ １つの式に表してから、全部の数を求め ことができると考

いて、分配法則が よう。 える。

成り立つことが分 ３．自分なりの考えをもつ。

かり、１つの式に ・●と○が縦に並んでいる。それが８列並んで 〈知識・理解〉

表して簡単に計算 いるので８をかける。 ・分配法則を理解

することができる。・●の数を求める。○の数を求める。どちらも し、計算すること

●の合計と○の合計を合わせる。 ができる。

４．考えを交流し深める。(ペア交流、全体交流)

５．問題２に取り組む。

６．○△□をつかってまとめる。

(○＋△)×□＝○×□＋△×□

(○－△)×□＝○×□－△×□

７．問題に取り組む。 15× 69－ 5× 69

６ 枠の中の数を求 １．問題を理解する。

めていく算数的活 □にあてはまる数を書きましょう。

動を通して結合法 ①(37× 25)× 4=37(□× 4)=37×□=□
則が成り立つこと ② 80× 98=80×(□－ 2)=□－□=□



分かり、簡単に計 ２．課題をつくる。 〈表現〉

算をすることがで 左辺を計算して、右辺の□にあてはまる ・分配法則や結合法

きる。 数を求めよう。 則を用いて、工夫

３．自分なりの考えをもつ。 して計算すること

・( )があってもかけ算の時はどこから計算をし ができる。

てもよいきまりから□の数を見つける。(結合法則)

・98 は(100 － 2)と見て、80 をかけ計算を簡単 〈知識・理解〉

にして□の数を見つける。(分配法則) ・計算法則の活用の

４．考えを交流し深める。 しかたが分かる。

５．まとめる。

結合法則や分配法則を工夫して使うと、

簡単に計算をすることができる。

６．問題に取り組む。 25× 23＋ 25× 17
７ 単元における基 １．自己評価、自己選択により２つめの課題別

礎基本を確かにし コースに分かれて学習を進める。

たり、発展的な問 ①基礎基本コース

題に取り組み、数 まちがいを見つける… 12＋ 8× 3＝ 20× 3 〈表現・処理〉

学的な考え方をよ 計算をする … 600÷(20× 3) ・()を含む四則混合

り深めたりするこ ②発展コース の式を正しく計算

とができる。 具体的な適用場面を考え、立式をし問題を解 することができ

く。 る。



７ 本時のねらい

規則正しく並べられた○の個数の求め方を考える算数的活動を通して、整数の計算式について、分

配法則が成り立つことが分かり、１つの式に表して簡単に計算することができる。

８ 本時の展開(５／７時間)

学習のねらい 学 習 活 動 指導・援助

つ 問題を理解し、１．問題１を理解する。

か 本時の学習の ●と○は、全部でいくつあるでしょう。いろ

む 見通しをもつ いろな考え方で求めましょう。

ことができる。・分かっていること、聞いていることに線を引く。 ・今までの学習を使って、

・似ているところは、全部の数を求めることです。 検討できるようにする。

・ちがうところは、●の下に○がきれいに並んでい

ることです。

２．課題を生み出す。

課題をうみだ きれいにならんだ●と○の全部の数を求める ・今までの学習との違いを

すことができ ２つの方法について考えよう。 明らかにしながら、課題

る。 ３．個人追究する。 (答えの見当をつける。) をつくる。

自分なりの方 式：(１３+７)×８＝１６０ 答え １６０個 ・見通しがもてない児童に

考 法で課題を追 式：１３×８＋７×８＝１０４＋５６＝１６０ は、算数コーナーで( )

え 究することが 答え １６０個 のある式や四則混合の式

る できる。 ４．ペア交流 を確認をする。

・●と○は、横の列が同じなので、はじめに縦の ・「はじめに」「次に」「だから」

●と○をたします。次にその答えに８をかけま をつかって、自分のやり

す。だから、答えは１６０個です。 方を説明する。話型を使

●○の縦の数 ・「はじめに●だけの数を求めます。１０４個です。 い指でノートを指しなが

に列をかけれ 次に、○の数を求めます。５６個です。そして、 ら説明する。

ば答えが出る ●の全部と○全部を合わせます。答えは１６０

ことを知る。 個になりました。」 ・左の式と右の式は、縦の

５．全体交流 ○の数に着目しているこ

●○それぞれ ・「はじめにたて列の●と○をたします。次にその と、横の数に着目して数

深 の合計をたし 答えに８をかけます。答えは１６０個です。次 を導き出していることに

め ても答えが同 に、それぞれ●の合計１０４個と○の合計５６ 気づかせ、等号で結べる

る じであること 個をたすとやっぱり１６０個になります。同じ ことを理解させる。

を知る。 数なので等号で結ぶことができます。だから、

(１３＋７)×８＝１３×８＋７×８です。」

両方の考え方 ・「(１３＋７)×８のほうが２０がつくれるので、 〈数学的な考え方〉

を等号で結ぶ かけ算が簡単になります。」 ２つの方法で表した式

ま ことができる ６．確かめ問題 を等号で結ぶことがで

と ことに気づく。 ６×７８＋４×７８ きると考える。

め ・どちらもかける数が７８なので６＋４は( )で 〈人権同和の観点〉

る くくれます。式にすると、(６＋４)×７８です。 友達の発表や問いかけに

ハンドサインや返事で答

７．まとめる。 えること

かける数かかけられる数のどちらかが、同じ数

確 の時は、先にたし算をしてからかけてもよい。

か 1 つの式にと
め めて計算する ８．練習問題

る ことができる。 １５×６９－５×６９ができる。


